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事業所紹介事業所紹介事業所紹介事業所紹介    

    

                               

 

東芝ソシオシステムズ株式会社 

                                  秋田事業所 

                                  所 長 

                               

 

 

 

 

当事業所は、自動化省力機器の製造拠点として、１９９１年１０月に設立、１９９３年４月より秋田市

（旧河辺町：２００５年統合）において操業を開始、２００４年には、環境システム（ISO１４００１）の認証

を取得しております。 

秋田市河辺戸島の地において、かけがえのない自然環境を守り、製造拠点としての生産活動を進

めていく事が最大の課題であり、日常点検の重要性や継続的改善の必要性を再確認して実践してま

いります。 

本年も環境保全活動の取組みとして、①廃棄物の削減（ゼロエミッション活動） ②省エネルギー推

進③省資源化 ④施設管理を柱として進めてまいります。 

環境改善は一人ひとりが身近なところからすすめる事であると考え、廃棄物の分別・節電・資源回収

ＢＯＸ・チームマイナス６％といった継続的取組みに加え、生物多様性を含む環境評価および、２００９

年から実施の七曲臨空港工業団地とその周辺の緑化事業の継続実施を町内会、連絡協議会の一員

として積極的に取り組みます。 

 

 

 『『『『株式株式株式株式会社会社会社会社東芝東芝東芝東芝    社会社会社会社会インフラインフラインフラインフラシステムシステムシステムシステム社社社社グループグループグループグループのののの一員一員一員一員』』』』としてとしてとしてとして    

東芝ソシオシステムズ㈱秋田事業所は「 “自然豊かな河辺戸島“、“美の国秋田”、 その“かけがえの 

ない地球環境”、を健全な状態で次世代へ引き継ぐことが社会の一員としての基本的責務である」という 

認識に立ち、低炭素社会、循環型社会、自然共生社会を目指した環境活動により、自然との調和を図り、

豊かで健康的な社会の環境作りに積極的に貢献します。 

 

（１） 秋田事業所は、東芝ソシオシステムズ㈱の各種省力機器生産拠点として、環境に与える影響を的確 

   にとらえ、環境に配慮した製品作りを推進します。 

（２）環境保全に関する法令、協定等を順守します。 

（３）環境に対する負荷（廃棄物，電力使用量，重油使用量，上水使用量）の低減、また、生物多様性を 

含む環境への影響を評価し、汚染の防止を図ります。    

（４）環境保全システムの定期的な見直しを行い、その継続的な改善・向上を図ります。 

■■■■環境保全基本方針環境保全基本方針環境保全基本方針環境保全基本方針■■■■    
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2012012012011111 年度年度年度年度    ［［［［秋田秋田秋田秋田］］］］環境保全目標環境保全目標環境保全目標環境保全目標 

 

優先度

1
資源の有効活用
・廃棄物の削減　（分別・再利用）
・ゼロエミッション推進

環境関連施設・設備の維持管理5

ＣＯ２排出量削減の推進
・電力使用量・重油使用量の削減

上水使用量の削減

化学物質管理
有機溶剤の使用・排出の適正管理

3

4

2

　　　推進項目

6 環境イベントの実施

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田事業所概要 敷地面積  ３８，０００㎡ 

建屋面積   ７，１００㎡ 

在籍人員  １０１名（２０１１年４月現在） 

経 緯 

 １９９３年４月  東芝秋田ｿｼｵﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ㈱ 

           として操業 

 ２００２年１０月 東芝ｿｼｵｼｽﾃﾑｽﾞ㈱ 

            秋田事業所となる 

 ２００４年９月  ISO１４００１認証取得 

 ２００５年９月  ISO１４００１：２００４版へ 

           の移行完了 

 ２００７年８月  ISO１４００１認証１回目 

           更新審査合格 

 ２０１０年９月  社会社グループ傘下 

として ISO１４００１認証 
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環境マネジメントシステム構造図

環境方針 計画

マネジメント

レビュー

点検及び是正処置

実
施
及
び
運
用

東芝総合環境監査

（ＥＡＳＴＥＲ）

東芝グループ

経営方針

ＩＳＯ１４００１

要求事項

法規制
その他の
要求事項

 

環境保全活動環境保全活動環境保全活動環境保全活動    （ＥＭＳ）（ＥＭＳ）（ＥＭＳ）（ＥＭＳ）    

環境保全活動の取組み（環境マネジメントシステム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 秋田事業所は、２００４年９月に 

ＩＳＯ１４００１認証取得し、更新審査を経て、 

環境保全マニュアルを軸とした環境マネジメントサイクル 

（Plan－Do－Check－Action）により、継続的改善を図るべく全従業員一丸で取り組んでき

ました。その後、２０１０年に［SIS社］の一員となり、［SIS社］のEMSの元、秋田事業所として

の環境マネジメントサイクルを生かしながら、さらなる環境保全に取り組んでおります。 

 

環境保全体制 

 秋田事業所は、環境保全責任者（経営層）及び環境管理責任者（管理担当・環境責任者）の

もと事業所組織に沿った環境保全体制を敷いています。また、秋田事業所地球環境会議を審

議・諮問機関としております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ISO14001ISO14001ISO14001ISO14001 登録証登録証登録証登録証    

［秋田］環境保全責任者

［秋田］地球環境会議

［秋田］内部環境監査チーム

　実行部門

［秋田］環境管理責任者

秋田事業所全体
で１部門とする

［秋田］環境保全システム

［SIS社］環境経営責任者

　内部監査チーム

［SIS社］他
グループ会社
ＥＭＳ

［SIS社］Gr．EMS

　環境事務局

［SIS社］環境推進責任者
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環境環境環境環境負荷負荷負荷負荷    

秋田事業所の環境負荷 

 

 秋田事業所の環境負荷の主なものは、電力、重油等のエネルギーの使用、廃棄物の排出、

公共用水域への排水、化学物質の使用等があります。これらは継続的な監視・測定によるデ

ータの収集を行っています。 

 水質・大気・騒音・振動は定期的に測定し法規制値、自主基準値と比較し問題ないことを確

認しています。 

環境負荷概要環境負荷概要環境負荷概要環境負荷概要    

 
ＩＮＰＵＴ（ＩＮＰＵＴ（ＩＮＰＵＴ（ＩＮＰＵＴ（投入投入投入投入））））    

ＯＵＴＰＵＴ（ＯＵＴＰＵＴ（ＯＵＴＰＵＴ（ＯＵＴＰＵＴ（排出排出排出排出））））    

エネルギー 

・電気 ６３万ＫＷｈ 

・重油 ８．５Ｋリットル 

上 水 

・１１４６ｍ3 

化学物質 

・０．１５トン 

大 気 

・化学物質 ０．１５トン 
浄化槽→河川への排水 

・１１４６ｍ3 

 

廃棄物 

・総排出量  ４３．６トン 

・最終処分量  ０．１１トン 

 

東芝ソシオシステムズ（株）秋田事業所 

実績数値は２０１０年度のものです。 

ＣＯ２の排出 

・２３７ ｔ－ＣＯ２ 
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環境環境環境環境負荷負荷負荷負荷    

環境関連施設 サイト管理マップ（環境リスクマップ） 

 

 秋田事業所では、環境関連施設の管理のためにサイト管理マップ（環境リスクマップ）を作成

しております。環境関連施設の点検やリスク対応に役立っています。全体マップと系統ごとの 

マップを作成して、それぞれのリスク、及び教育の必要性などを明確にしております。 

 

《全体マップ》 

    

《配水系のマップ》 
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環境環境環境環境負荷負荷負荷負荷    

環境会計 

 

秋田事業所では、東芝グループの一員として、年度ごとに、環境に要した費用をすべて分

類算出し、公表しております。年度ごとの推移の比較や次年度以降の予算検討に役立ててお

ります。 

 

・・・・環境保全環境保全環境保全環境保全コストコストコストコスト    

（２０１０年度環境会計集計結果：対象期間２０１０年４月１日～２０１１年３月３１日） 

            (単位：千円) 

コストコストコストコスト計計計計    
コストコストコストコスト分類分類分類分類    コストコストコストコスト内容内容内容内容    

設備設備設備設備        

投資額投資額投資額投資額    

維持管理維持管理維持管理維持管理

費用費用費用費用    

合計合計合計合計    

①公害防止 大気、水質等の汚染防止など 0 656.0 656.0 

②地球環境保全コスト 温暖化防止、省エネなど 0 1540.0 1540.0 

 
事業エリア 

内コスト 

③資源循環コスト 廃棄物処理、リサイクルなど 0 1208.9 1208.9 

 
 計（①＋②＋③） 0 3404.9 3404.9 

上・下流コスト グリーン調達、低環境負荷化など 0 0 0 

管理活動コスト 
EMS整備・運用、情報開示、環

境負荷監視、環境教育、担当者

人件費、緑化環境維持など 

0 4383.0 4383.0 

研究開発コスト 環境調和型製品の開発など 0 0 0 

社会活動コスト 緑化、環境活動支援、情報開示 0 0 0 

環境損傷対応コスト 環境保全に関わる補償金など 0 0 0 

コスト合計 0 7787.9 7787.9 

    

・・・・効効効効    果果果果    

内訳内訳内訳内訳    
効果分類効果分類効果分類効果分類    効果内容効果内容効果内容効果内容    

効果額効果額効果額効果額    

（（（（千円千円千円千円））））    環境負荷環境負荷環境負荷環境負荷    負荷低減量負荷低減量負荷低減量負荷低減量    

エネルギー削減（電気、重油） 3540.6 
エネルギー

原油換算 52.9ＫＬ 

廃棄物削減 34.1 廃棄物 18.8 トン 
直接効果 

上水使用量削減 90.3 上水 227ｍ3 
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・・・・設備投資設備投資設備投資設備投資    

（２０１０年～２０１２年の 3 期に分割して事業所内の空調設備更新を実行中） 

１．背景と狙い 

秋田事業所の空調機器は９３年に竣工してから１６年が経過しており、年２回の切替工事及び 

定期点検において経年劣化の進行が見られ、トラブルも多く不具合による突発的な空調停止が 

非常に懸念されている。又、保守部品は入手が困難になっており、さらに入手可能部品でも受注 

生産への移行や入手期間が長くなるなど早急な修理対応も難しくなっている。空調機器の更新を 

行い、トラブルの回避及びランニングコストの削減をする。 

 

２．設備仕様・概要 

・空冷ヒートポンプマルチエアコン（東芝キャリア製）に切替する。 

・天井埋め込みタイプの機器を使用（事務所・ホール用は据置型）。 

・電源・温度制御の集中コントロール採用 

・室外機は寒冷地対応（防雪フード，凍結防止ヒータ等） 

 

３．工事金額 

 ¥99,400,000円  

  

 

４．投資効果 

①保守対応が可能 

・故障率の低減 

・故障した場合、早期復旧が可能となる 

②ランニングコストの削減 

 ・空調で使用していた重油、水に関しては、工事終了後不要となる。 

金額 率
電気 14,655,176 9,070,083 5,585,093 38%
重油 1,522,500 0 1,522,500 100%
水道 55,860 0 55,860 100%

保守費 1,800,000 880,000 920,000 51% 切替工不要（年２回の清掃・点検のみ）

合計合計合計合計 18,033,53618,033,53618,033,53618,033,536 9,950,0839,950,0839,950,0839,950,083 8,083,4538,083,4538,083,4538,083,453 45%45%45%45%

効果（年間）
備考項目 現状 更新後

 

③その他効果 

・室外機が１系統で３ユニットの構成でありバックアップ運転が可能 

・作業現場（A～Ｄ）のスペース拡大（１６台分 約３５㎡） 

・チラーの高圧ガス製造所の届出が不要になる 

・環境負荷の低減 ＣＯ２削減に大きく寄与（年間で９８t-CO2の削減） 

・重油タンクが無くなり環境リスクが低減 

・冷媒ガスが代替フロンとなりオゾン層破壊計数ゼロ 

 

一部前倒し 当初計画
第１期工事（０９年度予算） 39,842,000 21,500,000
第２期工事（１０年度予算） 20,058,000 38,400,000
第３期工事（１１年度予算） 39,500,000 39,500,000
合計 99,400,000 99,400,000
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著著著著しいしいしいしい環境側面環境側面環境側面環境側面    

有意な環境影響要素 

 

秋田事業所では、環境影響側面・環境影響の評価の見直しを年１回行っています。 

その評価で有意になれば「有意な環境影響要素登録表」に登録します。それぞれの状態を、

定常、非定常、事故、緊急、間接の５つに分けて管理しています。有意な環境影響要素となっ

た環境側面は、年度の環境目標・推進計画にも推進項目として、重点的に管理しています。 

 

有意な環境影響要素登録表 

 

      見直し：２０１０年３月２４日 

                 部門：秋田事業所 

状態：定常 

 

環境側面 備 考 

廃棄物 総排出量、最終処分率とも目標クリアー 

電力使用量 猛暑の影響により夏場の使用量増加。目標未達成 

少量危険物保管庫での 

廃液の保管 

少量危険物貯蔵所かつ特別管理産業廃棄物置場として厳重に

保管 

重油使用量 空調切り替えにより使用量が大幅に減少 

上水使用量 人員減少に伴い使用量も減少 

 

 

             

※ 夏場の電力量オーバーの対策として、エリアごとの温度管理厳正化を行って、冷しすぎ、 

暖めすぎを防止しております。 
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著著著著しいしいしいしい環境側面環境側面環境側面環境側面    

有意な環境影響要素 

状態：非定常 

    該当なし 

 

状態：事故 

環境側面 備 考 

危険物保管庫の廃液漏れ 

［危険物保管庫］ 

係員による取り扱い、安全徹底、対応資材、訓練 

重油漏れ 

［重油タンク］ 

給油時の立会い実施、日常点検の実施 

基準値超のばい煙排出 

［無圧温水ヒータ］ 

ばい煙濃度測定（年１回）、日常点検の実施 

基準超の排水 

［浄化槽］ 

浄化槽保守点検（月２回）の実施（委託業者） 

異常時対応資材（土のう等）の設置 

水質検査（法定年１回、自主年４回）実施 

基準超の排水 

異物（油）等の排水 

［最終放流口］ 

最終放流口、雨水排水溝等の水路の日常点検 

異常時対応資材（土のう等）の設置 

水質検査（年４回） 

異物（油）等の排水 

［雨水排水溝］ 

雨水排水溝等の水路の日常点検 

異常時対応資材（土のう等）の設置 

エタノール小口保管庫での

エタノール漏れ 

 ［エタノール小口保管庫］ 

日常点検の実施、異常時対応資材の設置 

   

※事故発生時の手順書を整備しています。 
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著著著著しいしいしいしい環境側面環境側面環境側面環境側面    

有意な環境影響要素 

 

 状態：緊急 

 

    該当なし 

 

状態：間接        

 

環境側面 備 考 

通勤車（約１０３台） 従業員通勤車のガソリン使用量 

廃棄物収集運搬業者 エス・ユー開発 

 

廃棄物委託業者（処理・収集とも）は、年１回の現地確認を行っています。 

通勤車は、エコ運転、アイドリングストップなどを推進しています。 
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事業活動事業活動事業活動事業活動におけるにおけるにおけるにおける環境配慮環境配慮環境配慮環境配慮    

廃棄物の削減（ゼロエミッション活動） 

秋田事業所では、廃棄物の削減のために以下の活動に取り組んでいます。また、２００８年度 

からは、"ゴミ箱"という呼称を撤廃し、"資源回収ＢＯＸ"と改めて、分別の徹底を強化しました。 

 

１． 再資源化の推進 

部品の梱包材として大量に排出されるダンボール、発泡スチロールや廃部品のケーブル

類、金属類（鉄、アルミ等の材質で細分別）の分別リサイクルを推進しています。 

 

２． 紙の使用量・排出量の削減と再資源化 

シュレッダー屑が再生可能なシュレッダー機や機密書類委託シュレッダーシステム等の利

用により、紙のリサイクル化を推進しています。また、部品梱包に使われている新聞紙や

包装紙も古紙として再生化するよう改善しました。 

 

３． 廃プラスチック類の再生・再資源化 

２００８年１月からは、プラスチック類を完全マテリアルリサイクル処理へと改善され残渣率

０％となり、秋田事業所全体の最終処分率は低い状態で維持されております。 

今後もゼロエミッションをさらに推進してまいります。 

 

43,631

55,436

37,800

45,953

73,761

40,622

56,434
56,485

43,615

55,265

84,780

0.16% 0.12% 0.25%

41.15%

0.22%
2.04%

5.95%
5.13%5.85%
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最終処分率
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事業活動事業活動事業活動事業活動におけるにおけるにおけるにおける環境配慮環境配慮環境配慮環境配慮    

省エネルギー活動 

 秋田事業所は、省エネルギー活動として電力使用量の削減を推進しています。また、冬期間

に暖房のために使用する重油の使用量も低減し、地球温暖化の防止に努めています。 

１． 照明の省エネ対策 

  昼休みの消灯、未使用エリアの消灯の徹底及び通路の間引き等を進めています。 

２．冷暖房温度の省エネ対策 

  エアコン設定温度の管理と各所に設置した温度計で温度管理し、こまめに運転停止を進め 

  ています。 

２． ３年計画の空調機器更新により、電力使用量の削減を推進します。また、重油使用量に 

  関しては、更新完了後、“０”になります。これにより、CO2 排出量を更に削減します。 

 

年度別電力使用量の推移

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000
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1,000,000
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w
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）

下期

上期

下期 455,690 371,070 320,610 366,150 367,710 381,910 360,770 381,140 316,350 346,510 299,800 

上期 410,660 387,090 331,380 412,880 431,140 412,910 344,190 338,190 332,980 270,020 331,020 

2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度

 

 

 

 

※重油使用は、２０１２年以降“０”となる。 

重油使用量推移

0

5

10

15

20

25

30

35

2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度

（Ｋ
リ

ッ
ト

ル
）

年間使用量

空調切り替え効果 



14 

事業活動事業活動事業活動事業活動におけるにおけるにおけるにおける環境配慮環境配慮環境配慮環境配慮    

省資源活動 

    秋田事業所では、省資源活動として、上水使用量の節減に努めています。生産活動に工業 

用水を使用していないため生活用水に限られますが、無駄のないよう節水に配慮しています。 

 

上水使用量の推移（年度別）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

上
水

使
用

量
（
ｍ

3
）

下期

上期

下期 1,994 1,030 635 3,841 1,020 2,038 981 795 690 615 483 

上期 2,110 1,504 1,131 2,174 1,264 1,047 810 790 997 673 663 

2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度

 
 

 

 

施設管理（水質、大気、有意な施設） 

 秋田事業所は、法令に基づいて排水、浄化槽の水質や温水ヒータの排ガスの定期測定を 

実施しています。 

    

《浄化槽の専門業者の委託保守点検》（月２回） → （立会い実施） 

また、浄化槽および最終放流口のＢＯＤなどの水質検査を自主として年４回実施しています。 

最終放流口は、週１回のｐＨ測定を実施して、法規制値より厳しい自主管理値での管理をし 

ております。 

上記のほか、浄化槽は年１回の法定水質検査を実施しています。温水ヒータ（冬期間に使用）

の排ガスも、年に１回の法定ばい煙濃度検査（専門業者委託）を実施して、基準値に対し問題

がない事を確認しています。 

（注）2003 年度は、地中水道管の亀裂が発生し上水使用量が急増しました。 

        2005 年度は、一時、融雪に上水を使用したため使用量が増加しました。 
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リスクリスクリスクリスク対応対応対応対応 

異常想定訓練 

秋田事業所では、環境リスクのある施設において想定される事故が万一発生した場合でも、 

適切に対応できるように異常想定訓練を年１回以上計画的に実施しています。 

２０１０年度は、「温水ヒータ異常時の対応」について、また、「最終放流口での排水が基準値

を超えた場合」を想定した実地訓練を実施しました。 

環境問題は、会社の信用まで失いかねないとの認識で、訓練を実施しております。 

 

《温水ヒータ異常時の対応訓練》 

 

 

 

 

 

実地訓練の結果、何点かの改善点があがり、手順書を改善しております。 

 

 

 

 

 

 

★事務所前『警報監視盤』の確認 

① 異常が発生した場合の異常表示と警報の確認  

② 警報の停止方法 

③ エラー内容の確認と処置 

④ 温水ヒータ前で、不具合状況の確認 

  （想定される状況と対応の確認） 

⑤ 状況判断、処置 

操作パネルにて 

⑦ 各種表示の確認 

⑧ 温水ヒータの動作停止方法の確認 

⑨ 緊急連絡先（保守業者）確認 
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環境関連施設のリスク改善 

油水分離槽の清掃を定期的に実施しています。秋田事業所では、環境関連施設の日常点検

を実施し、不具合が発見された場合、計画的に改善しております。 

 

≪油水分離槽の清掃≫    

    

全員活動全員活動全員活動全員活動、、、、コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション、、、、地域地域地域地域とのとのとのとの共生共生共生共生    

    

環境月間の取り組み 

 秋田事業所では２０１０年６月の「環境月間」の企画・取り組みのひとつとして、昨年に引き続

き『エコロト』を実施しました。これは、当事業所の電力使用量を予想するもので、前年同月、

先月、当月（期間中更新）の電力使用量データを元に予想することにより「当事業所の電力使

用量を認識して省エネにつなげること」を目的としました。内容は、３週間にわたり各週１日の

１時間の電力量を３つの時間帯で予想し、用紙に記入（マークシート塗り潰し式）し投票形式で

投票するものです。全３回（９時間分）の実績にもっとも近い予想からポイント制で上位６名に

賞品（省エネ対応商品を）授与しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も楽しんで全員が参加できる企画をして、環境についての興味と意識をより高めるように

取り組んでいきます。 
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環境にかかわる改善提案の推進 

                      秋田事業所では、「改善提案活動」のなかで、業務改善等 

                      のほかにも、「環境改善」の提案を推進しています。 

                      分別・リサイクル、省エネなどにつながる改善は、従業員 

                      が日常活動のなかで発見・提案し実行できるものが多く 

あります。[環境改善]として、環境コーナー掲示板にて 

                      紹介をし、新たな「環境改善」を啓蒙しております。 

 

                      ← 倉庫での「梱包材のリサイクルＢＯＸ」 

                        台車を利用して、上に入れて、下から取出し再利用 

                        しやすいようにした改善提案です。 

工場見学 

 秋田事業所は、地域をはじめとする各種団体の 

工場見学を積極的に受け入れています。 

その際には、環境保全の取り組みについても、 

掲示板”環境コーナー”等により説明し、ご理解を 

いただいております。 

 

全員活動全員活動全員活動全員活動、、、、コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション、、、、地域地域地域地域とのとのとのとの共生共生共生共生    

七曲臨空港工業団地とその周辺の緑化事業 

 七曲工業団地連絡協議会と河辺戸島地区を中心とした周辺町内会の皆さまとの協働事業と

して、２００９年６月２８日、企業１２社、５町内会でアジサイの植栽緑化事業「アジサイロード戸

島」計画が行われました。 

 

今年度引き続きの活動として、昼休みを利用 

して、植樹エリアの草取りを実施しました。 

冬期間、雪の影響も懸念されましたが、アジ 

サイは順調に成長し、一部では既に花をつけ 

ています。 

今後も継続的に活動を実施し、見事なアジサ 

ロードになる事を楽しみにしております。 

 

 

 

環境教育・見学会への参加 

 秋田事業所では、階層別に環境教育を実施し、全従業員での環境保全活動の水準向上を

図っています。また、「環境保全カード」を配布し、環境保全目標等を周知徹底するとともに、

私の環境目標を記入し意識づけしています。２００６年５月から、”秋田市総合環境センター”と 
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                                “ 秋田市リサイクルプラザ ”の見学会を 

                                実施（6 名程度参加）し、廃棄物の削減 

がいかに大切であるかを学習する機会を 

                                得ました。今後も 定期的に継続実施し 

                                ていきます。また、「我が家の環境大臣・ 

                           エコファミリー」にも東芝グループの一員 

として参加しております。 

 

 

 

 

 

廃棄物処理場の現地確認 

 秋田事業所から排出される廃棄物の処理場を 

６月と１０月の２回に分けて現地確認しています。 

その際には、［秋田]環境報告書と東芝のＣＳＲ 

報告書を配布し、取り組みへの理解をお願いし 

ております。地域社会で処理されるゴミ問題は 

環境のなかでも最も重要といえます。現地確認 

の状況を環境コーナーで全従業員に周知し、廃 

棄物削減及び分別して資源に！の意識を高揚 

させております。 

 

 

 

 

 

 

 

  東芝ソシオシステムズ株式会社 秋田事業所 

  所在地 ： 〒０１９－２６１１ 秋田県秋田市河辺戸島字七曲台１２０番２５ 

            Tel：（０１８）８８２－５１１１（代表） 

   本報告書の内容や秋田事業所の環境保全活動に関するご意見、ご質問がございましたら 

   上記までお問い合わせ願います。 

 

  発行年月日：２０１１年６月１０日 

プラスチック類のリサイクル処理場の 
現地確認。マニフェストの保管状況の 
確認もする 

1８ 

 

 


